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首都大学東京のエネルギーと動線

質素っそ質素っそ

高橋謙太 麦島舞

功刀公太 渡辺啓太 川口翔大
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日野キャンパスの電力使用状況
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停電直前に各研究室がコンセントを抜いたことにより1326kWhの電力量が削減された
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麦島

停電直前に各研究室がコンセントを抜いたことにより1326kWhの電力量が削減された

待機電力を減らせば、キャンパス全体の消費電力が抑えられる？
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CAL室の空調
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に必要な電力廃液処理室のファン
火災報知機
発電機補機電源
旧本棟 地下室動力盤
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停電直前に各研究室がコンセントを抜いたことにより1326kWhの電力量が削減された

待機電力を減らせば、キャンパス全体の消費電力が抑えられる？

旧本棟 地下室動力盤
etc...
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１時間につき

3[A]×6402[V]の消費電力の差3[A]×6402[V]の消費電力の差

麦島

日野キャンパスの電力使用状況
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日野キャンパスの電力使用状況
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日野キャンパスの電力使用状況
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今回の停電で削減された電力は照明・コンセントの割合が多い今回の停電で削減された電力は照明・コンセントの割合が多い

照明・コンセントでの待機電力が無駄・問題なのでは？
川口

待機電力削減後
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待機電力削減後
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問題の抽出と課題
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問題の抽出と課題

夜間 電力量 うち夜間の電力量のうち

２割が待機電力である問題 ２割が待機電力である

待機電力を減らすシステムの提案課題 待機電力を減らすシステムの提案課題

• 待機電力の無いキャンパス

質素っそが考えたあるべき姿

待機電力の無いキャンパス

アイデアの立案

• コンセントを抜く行為を自動化設計
功刀

具体的なモノの提案
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具体的なモノの提案

コンセントを抜かれた状態にして待機電力を削減コンセントを抜かれた状態にして待機電力を削減

• 質素っそが提案するもの

次世代型スマートコンセントシステムの開発

• 作動時電力と待機時の電力を計測

• 自動でコンセントを抜かれた状態にする

『適電適所』『適電適所』
功刀

アイデア立案の参考製品
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アイデア立案の参考製品
参考品名：多機能コンセント

Ref. Hiroshi Akeyama, Multifunctional Outlet With Method Of Cutting Standby Power By Scheduler
出典：ジリオン・ネットワークス株式会社 功刀

『適電適所』 のために
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『適電適所』 のために

・多機能コンセント自体の消費電力多機能コンセント自体の消費電力

→無線による消費電力

→夜間等 人のいない時の監視は無駄

デ
メ→夜間等、人のいない時の監視は無駄

・一台一台に各自がスケジューリングする手間

メ
リ
ッ

設置台数の増加により上記2点が顕著に

ッ
ト

設置台数の増加により上記2点が顕著に

運用形態の改善
チャンネルの拡張

功刀



スマ トコンセントシステム
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スマートコンセントシステム
～無意識で節電をするために～

• 親機と子機の配置

親機：教室全体の子機の監視機能＆電力供給

子機：接続機器（PC等）の監視機能＆電力供給

親機

機 機 機

⇒親機が子機自体の待機電力カット

• 部屋の入退室と連動

子機のスケジューリングの手間を省く
子機

子機のスケジ リングの手間を省く

⇒鍵の開閉による親機の管理

接続機器

渡辺
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スマ トコンセントのメリ トスマートコンセントのメリット

毎日のスケジ ル管理が必要 鍵の開け閉めによ て電流を管理毎日のスケジュール管理が必要 鍵の開け閉めによって電流を管理

⇒人の意識を介さない 渡辺
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スマ トコンセントのメリ ト

＜消費電力の推移イメージ＞

スマートコンセントのメリット

多機能コンセント多機能コンセント
の無駄な消費電
力もカット力もカット

渡辺

初期検討
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初期検討
使用機器
• H8 3067
• AC‐DCコンバーター
• ラッチングリレー

入室：鍵を開ける

• ラッチングリレ
• 電力センサ

子機電源ON
リレースイッチON

ACDCコンバー
ター

退室：鍵を閉める

センシング 使用してない

H8 3067

親機

センシング：使用してない
機器を電力計で計測し
探索する

電力IC 電力IC

子機

親機
リレースイッチOFF
子機電源OFF

高橋

モデル：使用後の効果
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モデル：使用後の効果
例：２号館１０６

PC サーバー

台数 19台 1台
使
用台数 19台 1台

待機電力 5W 200W
用
前

夜 全員 出と仮定(5[W]×19[台])×10[h] = 950[Wh] 夜：全員退出と仮定

PC サーバー

台数 19台 1台

使
用
後

台数 19台 1台
待機電力 0W 200W

後

= 15[Wh] (‐935Wh)(0[W]×19[台])×10[h] + 1.5[W]×10[h]
高橋

最大効果
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最大効果
前スライドの検討 各部屋に前スライドの検討 各部屋に

•パソコン
•プリンタ
•複合機

適用

•電子レンジ
•冷蔵庫

etc…

高橋


